
支部長　森田 康夫
東 北 支 部

一般社団法人

日本建設業連合会

〒980-0014 仙台市青葉区本町二丁目2-3（広業ビル3F）
TEL.022（221）7810

会長　野口 典秀
〒980-0824 宮城県仙台市青葉区支倉町４-３４（マルキンビル3F)

TEL.022（264）4150  FAX.022（268）0301

会長　向井田　岳
盛岡市松尾町17-9（岩手県建設会館3階）

TEL.019（653）6111

会長　千葉 嘉春
〒980-0824 仙台市青葉区支倉町2-48

TEL.022（262）2211  FAX.022（263）7059
http://www.miyakenkyo.or.jp

会長　長谷川 浩一

福島市五月町４-２５   ＴＥＬ.０２４（５２１）０２４４㈹

会長　深松　 努
仙台市青葉区支倉町2-48  TEL.022（265）7094

支部長　田 　 祐久
〒980-0824 仙台市青葉区支倉町４-３４（マルキンビル3F)

TEL.022（264）1819  FAX.022（216）9333
〒980-0014 仙台市青葉区本町三丁目6-17
TEL.022（263）0922  FAX.022（263）1744

東 北 支 部
支部長　安孫子 健一

事務局／〒980-0014 仙台市青葉区本町一丁目３-９（第6広瀬ビル7F）
　　　　TEL.022（261）1935  FAX.022（261）4558

東 北 支 部

〒980‐0021 仙台市青葉区中央一丁目6番35号
（東京建物仙台ビル）川田工業㈱内
TEL・FAX.022（262）4855

所 長  山田 克輔
 会　長　佐藤 和昭

宮城県建設業協会一　　般
社団法人

祝・全線開通　地域の未来と人の暮らしを結ぶ道 ※順不同

21世紀初頭の技術・英知を結集

復興の針路示す５７０㎞の道路網
　復興道路・復興支援道路が18日、全線開通した。
　東日本大震災から10年。復興のリーディングプロ
ジェクトと位置付け始動した道路ネットワーク整備は、
異例のスピードで全通を果たした。官民双方の技術

と英知が結集し、用地提供者をはじめとした地域の
理解と協力、何よりも未曽有の困難を超克しようとす
る被災地域の強い願いが結実した成果と言っていい。
　全長570㎞に及ぶ新たな道路網は今後、復興の総

仕上げに威力を発揮することはもとより、物流の迅
速・効率化や地域産業の育成と発展、救急医療活動
の支援など東日本一円のさらなる発展に貢献するこ
ととなる。

沿岸被災地の悲願叶う―

三陸沿岸道路　浦島大島ICと気仙沼湾横断橋（写真提供：東北地方整備局）

東北中央自動車道（相馬福島道路）　桑折高架橋（写真提供：東北地方整備局）

みやぎ県北高速幹線道路「佐沼工区」（写真提供：宮城県東部土木事務所） 三陸沿岸道路・宮古盛岡横断道路　宮古中央JCT（写真提供：東北地方整備局）
三陸沿岸道路・東北横断自動車道釜石花巻線（釜石～花巻）　釜石JCT
（写真提供：東北地方整備局）

復興道路・復興支援道路全線開通特集



相馬IC相馬IC

登米IC登米IC
（仮）栗原IC（仮）栗原IC

桑折JCT桑折JCT

釜石JCT釜石JCT

花巻JCT花巻JCT

八戸JCT八戸JCT

仙台港北IC仙台港北IC

宮古中央IC宮古中央IC
手代森IC手代森IC

福島県

山形県
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秋田県

岩手県

青森県

宮古盛岡横断道路
66㎞

復興支援
道　　路

みやぎ県北高速幹線道路
24㎞

復興支援
道　　路

東北中央自動車道
45㎞

復興支援
道　　路

東北横断自動車道釜石秋田線
80㎞

復興支援
道　　路

三
陸
沿
岸
道
路

復
興
道
路

3
5
9
㎞

常務執行役員東北支店長　勝治　 博
仙台市青葉区二日町1-27  TEL.022（261）7111㈹

東北支店長　鈴木 博幸

東北支店長　須貝 圭二

執行役員支店長　武氣 士郎

〒980-0803 仙台市青葉区国分町3丁目3番5号
  TEL.022（222）4409 

〒980-0014 仙台市青葉区本町3丁目4-18
TEL.022（222）2537  FAX.022（264）0916

〒981-0933 仙台市青葉区柏木一丁目１-５３  TEL.022（275）9951

常務執行役員支店長　浅田 潤一
仙台市青葉区一番町2丁目1番2号

TEL.022（224）1581  FAX.022（261）5244
https://www.daiho.co.jp/

常務執行役員東北支店長  西岡　 巌
東北支店／宮城県仙台市青葉区一番町3-1-1
　　　　TEL.022-225-7748㈹  FAX.022-225-7399
　　　　ホームページ https://www.taisei.co.jp/

執行役員支店長  清水 康次郎
東北支店／仙台市青葉区木町通１丁目4-7
TEL.022（267）9111  FAX.022（225）0476

ＨＰ  https://www.shimz.co.jp/

執行役員東北支店長  森田 康夫
〒980-0011 宮城県仙台市青葉区上杉1-6-11

TEL.022（267）8511

常務執行役員東北支店長  月津　 肇
東北支店／仙台市青葉区一番町1丁目3-1（TMビル）
　　　　　TEL.022（266）8111㈹

仙台市太白区長町三丁目7番13号
TEL.022（748）0557

執行役員支店長  沖  　二郎
東北支店

人・街・未来、響きあう感動

東北支店／仙台市青葉区堤通雨宮町2-25
　　　　　TEL.022（274）1231㈹

執行役員東北支店長　樫木 正成 柏 原 　 貴 彦

仙台市青葉区花京院二丁目1-14
TEL.022（225）6761

常務執行役員支店長　加茂 裕之

〒980-0014 仙台市青葉区本町1丁目10-3
TEL.022（265）1670　FAX.022（265）1795

執行役員支店長　塩崎 貴章
東北支店 東北支店

〒980-0804 仙台市青葉区大町一丁目3-2 仙台MDビル2F
TEL.022（262）7041  FAX.022（268）3195

支店長  中村 永治

東北支店 東北支店

仙台市青葉区国分町3丁目4-33
TEL.022（221）7681

執行役員東北支店長　毛利 祐二
仙台市青葉区本町1-12-7 三共仙台ビル4階

TEL.022（264）1322

執行役員支店長　猪塚 武志
東北支店

仙台市青葉区国分町3丁目6番1号（仙台パークビル）
TEL.022（217）9625  FAX.022（217）9654

東北支店
支店長  菊池 智彦

東北支店
執行役員支店長  曽根原　努

〒980-0811 仙台市青葉区一番町2丁目3-22（仙台ビルディング）
TEL.022（222）1273

東北支店
仙台市青葉区中央3丁目2ｰ1
TEL.022（262）2101㈹

日本国土開発 株式会社
東北支店長　菊池 　 泰 常務執行役員支店長　東海林 茂美

〒980-0802 仙台市青葉区二日町4-11
TEL.022（225）8862

東北支店 東北支店

仙台市青葉区一番町二丁目1-2（NMF仙台青葉通りビル）
TEL.022（721）0708  FAX.022（721）0709

執行役員支店長  畠沢 貞則
東北支店

〒980-0014 仙台市青葉区本町2丁目5-1（オーク仙台ビル内）
TEL.022（225）4437  FAX.022（222）4162

執行役員支店長  宮原 道浩
東北支店

仙台市宮城野区榴岡四丁目2-3（仙台MTビル14F）
TEL.022（352）9377　FAX.022（352）9388

東北支店

東北支店

執行役員支店長  佐藤 雅昭

〒980-0811 仙台市青葉区一番町4丁目1-1
TEL.022（265）6160  FAX.022（265）1997

支店長  緒方 　修

仙台市青葉区八幡1-3-14  TEL.022（261）3121

執行役員支店長　田中 一光 〒980-0014 仙台市青葉区本町2丁目1-8
TEL.022（227）2241  FAX.022（227）4911

https://www.smrc.co.jp/

執行役員支店長　武藤 政浩

執行役員支店長　西山 慶太
仙台市青葉区本町2丁目3-10

TEL.022（261）3261  FAX.022（216）1622
仙台市青葉区一番町3-1-1 仙台ファーストタワー12F

TEL.022（222）6664

常務執行役員東北支社長　仲村 　 功
東北支社

仙台市青葉区国分町三丁目4番33号
TEL.022（263）5427  FAX.022（263）5428

支店長　石川 誠一
〒983-0822 仙台市宮城野区燕沢東1丁目1-13
TEL.022（388）1005㈹　FAX.022（253）1281

支店長　米田 正彦
東北支店

東北支店

東北支店

人々のためにより良い環境を創造する

仙台市青葉区一番町三丁目3番20号
TEL.022（225）6591  FAX.022（261）6744

執行役員支社長　大竹 和彦
東北支社

東京鋪装工業株式会社

戶田道路株式会社

執行役員支店長  山口 秀樹

わたしたちは確かなものづくりを通して
豊かな社会の実現に貢献します

〒980-0801 仙台市青葉区木町通1-5-1
TEL.022（262）1511  FAX.022（221）4168

東北支店

三井住建道路株式会社

〒982-0036 仙台市太白区富沢南1丁目18-8
ＴＥＬ.022（243）4439　FAX.022（243）4438

支店長　玉田 信之
東北支店

東北営業所／〒980-0014 仙台市青葉区本町2-1-29
　　　　　TEL.022（227）8724  FAX.022（214）2570
　　　　　URL httpｓ://www.komaihaltec.co.jp

東北営業所長  中原　 勤
株式会社 駒井ハルテック

祝・全線開通　地域の未来と人の暮らしを結ぶ道 ※順不同

夢を架け　空間を創る

異
例
の
ス
ピ
ー
ド
整
備

　

12
月
18
日
、
三
陸
沿
岸
道
路
の

「
普
代
〜
久
慈
」
間
（
L
25
㌔
㍍
）

が
開
通
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
が

復
興
道
路
と
し
て
整
備
を
続
け
て

き
た
三
陸
沿
岸
道
路
（
仙
台
〜
八

戸
）
の
約
３
５
９
㌔
㍍
が
全
線
開

通
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
復
興
支
援
道
路
と
な
る

宮
古
盛
岡
横
断
道
路
（
宮
古
中
央

Ｉ
Ｃ
〜
手
代
森
Ｉ
Ｃ
66
㌔
㍍
）、
東

北
横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線（
釜

石 

Ｊ
Ｃ
Ｔ 

〜
花
巻 

Ｊ
Ｃ
Ｔ
80
㌔

㍍
）、
み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路

（
登
米
Ｉ
Ｃ
〜
栗
原
Ｉ
Ｃ
24
㌔
㍍
※

事
業
主
体
＝
宮
城
県
）、
東
北
中
央

自
動
車
道
（
相
馬
Ｉ
Ｃ
〜
桑
折
Ｊ

Ｃ
Ｔ
45
㌔
㍍
）
が
既
に
開
通
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
震
災
復

興
を
象
徴
す
る
５
７
０
㌔
㍍
に
及

ぶ
東
日
本
一
円
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

が
全
線
で
開
通
を
果
た
し
た
こ
と

と
な
る
。

早
期
整
備
で
復
興
支
援

　

２
０
１
１
年
3
月
11
日
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
。
有
史
以
来
の

巨
大
地
震
（
Ｍ
９
）
と
大
津
波
（
遡

上
高
37
・
９
㍍
＝
宮
古
市
）
が
引

き
起
こ
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

直
接
の
被
災
地
で
あ
る
東
北
地
方

と
日
本
中
を
巻
き
込
み
、
さ
ら
に

は
世
界
に
も
影
響
を
与
え
る
未
曽

有
の
大
災
害
と
な
っ
た
。

　

発
災
直
前
の
３
月
５
日
、
三
陸

沿
岸
道
路
を
構
成
す
る
釜
石
山
田

道
路
の
釜
石
両
石
Ｉ
Ｃ
〜
釜
石
北

Ｉ
Ｃ
４
・
６
㌔
㍍
が
開
通
し
た
。

そ
の
６
日
後
、
大
地
震
と
大
津
波

が
襲
来
。
し
か
し
、
こ
の
開
通
し

た
て
の
道
路
に
よ
り
多
く
の
市
民

が
難
を
逃
れ
、
国
道
45
号
の
代
替

え
機
能
が
発
揮
さ
れ
た
こ
と
か
ら

「
命
の
道
」
と
称
さ
れ
、
被
災
地
の

復
興
に
向
け
強
靭
で
速
達
性
の
高

い
三
陸
沿
岸
道
路
の
早
期
整
備
が

叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

11
年
11
月
21
日
、
第
三
次
補
正

予
算
の
成
立
に
よ
り
、
三
陸
沿
岸

道
路
（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
、
三

陸
北
縦
貫
道
路
、
八
戸
・
久
慈
自

動
車
道
）が「
復
興
道
路
」と
し
て
、

同
時
に
「
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
」

（
宮
古
〜
盛
岡
）「
東
北
横
断
自
動

車
道
釜
石
秋
田
線
」（
釜
石
〜
花
巻
）

「
東
北
中
央
自
動
車
道
」（
相
馬
〜

福
島
）
が
「
復
興
支
援
道
路
」
と

し
て
新
た
に
２
２
４
㌔
㍍
が
新
規

事
業
化
さ
れ
た
。

　

整
備
に
は 

①
強
靭
性
の
確
保 

②

低
コ
ス
ト
の
実
現
③
復
興
ま
ち
づ

く
り
の
支
援
④
Ｉ
Ｃ
等
の
弾
力
的

配
置
⑤
避
難
機
能
の
強
化
⑥
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
よ
る
通
行
可
能
性
把
握
―
。

の
６
つ
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
を
設

定
し
事
業
が
始
動
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
三
陸
沿
岸
道
路
は

事
業
化
か
ら
開
通
ま
で
の
平
均
年

　

復
興
道
路
等
の
膨
大
な
事
業
を
円

滑
に
進
め
、
工
事
着
手
ま
で
の
期
間

を
短
縮
す
る
た
め
「
事
業
促
進
Ｐ
Ｐ

Ｐ
」
を
導
入
し
た
。
事
業
促
進 

Ｐ

Ｐ
Ｐ 

（Public Private Partner-
ship

）
と
は
工
事
の
早
期
着
工
を

目
指
し
、
従
来
、
発
注
者
が
行
っ

て
き
た
測
量
・
調
査
・
設
計
業
務

等
に
対
す
る
指
導
・
調
整
、
地
元

お
よ
び
関
係
機
関
等
と
の
協
議
、

事
業
監
理
等
の
工
事
発
注
ま
で
に

必
要
と
な
る
業
務
を
対
象
に
官
民

が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み
、
官
民
双

方
の
技
術
・
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
効
率
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
促
進
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
。

　

調
査
・
設
計
の
管
理
、
関
係
機

関
協
議
、
地
元
調
整
、
事
業
計
画

の
進
行
管
理
な
ど
、
着
工
の
川
上

段
階
の
業
務
を
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
建
設
企
業
ら
で
構
成
す
る
事

業
体
等
が
業
務
を
受
託
し
て
取
り

組
ん
だ
。

■ 

２
０
１
２
年
度

　

導
入
区
間
は
、
11
年
11
月
に
新

規
事
業
着
手
し
た
三
陸
沿
岸
道
路
、

宮
古
盛
岡
横
断
道
路
、
東
北
横
断

自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
の
13
事
業

１
８
３
㌔
㍍
の
区
間
を
対
象
と
し
、

区
間
を
10
工
区
に
分
割
し
工
区
ご

と
に
１
チ
ー
ム
を
採
用
し
た
。

■ 

２
０
１
３
年
度

　

当
年
度
新
規
事
業
化
区
間
で
あ

る
相
馬
福
島
道
路
（
霊
山
〜
福
島
）

に
つ
い
て
も
同
様
に
「
事
業
促
進

Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
を
導
入
。

■ 

２
０
１
４
年
度

・
12
年
度
に
導
入
し
た
10
工
区
で

ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
等
の
大
ロ
ッ

ト
工
事
が
本
格
化
す
る
こ
と
か

ら
、
業
務
実
施
体
制
に
施
工
監

理
を
追
加
し
「
事
業
促
進
Ｐ
Ｐ

Ｐ
」
を
継
続
。

　

三
陸
沿
岸
道
路
（
釜
石
山
田

道
路
）
お
よ
び
宮
古
盛
岡
横
断

道
路
（
平
津
戸
・
岩
井
〜
松
草
、

区
界
〜
簗
川
）
の
用
地
買
収
が

進
捗
し
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
等

の
大
ロ
ッ
ト
工
事
な
ど
が
本
格

化
す
る
こ
と
か
ら
、
施
工
監
理
、

事
業
監
理
を
主
と
し
た
「
事
業

促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
を
導
入
し
た
。

　

翌
15
年
１
月
ま
で
に
13
工

区
・
17
事
業
区
間
で
「
事
業
促

進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
を
導
入
し
て
い
る
。

業
務
並
列
進
行
で
工
程
短
縮

　

こ
の
ほ
か
設
計
・
協
議
等
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
工
事
契
約
ま

で
の
各
プ
ロ
セ
ス
を
並
列
進
行
す

る
取
り
組
み
も
実
施
さ
れ
た
。
測

量
〜
設
計
〜
用
地
買
収
ま
で
通
常

は
３
年
程
度
か
か
る
と
さ
れ
る
も

の
を
、
こ
れ
ら
業
務
を
並
列
し
て

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
1
年
程

度
で
工
事
契
約
・
着
工
と
、
工
程

を
短
縮
し
た
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
調
査
も
用

地
取
得
と
同
時
に
実
施
。
ま
た
ト

ン
ネ
ル
断
面
は
監
査
廊
や
中
央
分

離
帯
の
有
無
な
ど
条
件
ご
と
に
共

通
化
し
、
設
計
・
積
算
（
掘
削
）

の
合
理
化
、
省
力
化
を
追
求
し
た
。

　

発
注
手
続
き
で
も
簡
素
化
が
図
ら

れ
た
。
総
合
評
価
で
は
技
術
提
案
の

テ
ー
マ
数
を
削
減
し
た
ほ
か
類
似
の

工
事
で
資
格
や
提
案
を
共
通
化
す
る 

一 

括
審
査
方
式
を
採
用
。
積
算
・
変

更
手
続
き
で
は
単
品
ス
ラ
イ
ド
条
項

を
試
行
し
、
証
明
書
類
の
提
出
を
不

要
と
し
、
実
勢
単
価
等
を
官
積
算
に

よ
り
算
出
す
る
こ
と
で
、
受
発
注
者

の
負
担
を
軽
減
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
事
業
化
か
ら

１
年
以
内
に
起
工
す
る
「
即
年
着

工
」
が
幾
つ
か
の
事
業
区
間
で
実

現
し
て
い
る
。　

数
が
約
18
年
。
震
災
時
点
で
開
通

済
み
の
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道

路
の
延
長
は
約
１
７
０
㌔
㍍
で
、

総
延
長
（
約
５
７
０
㌔
㍍
）
の
30

㌫
程
度
で
あ
っ
た
が
、
震
災
後
10

年
で
の
全
線
開
通
を
目
標
に
定
め
、

異
例
の
ス
ピ
ー
ド
で
事
業
が
始
動

し
た
。

12月18日に開通した三陸沿岸道路「普代～久慈」間25km。これにより
574kmにおよぶ復興道路・復興支援道路が全通した

２０１１年３月５日に一部開通した釜石山田道路。その６日後に大
震災が発生。国道45号の代替え機能を発揮したことから「命の
道」と呼ばれ、支援道路の新規事業化に向けた原動力となった

東北地方整備局は新たな整備拠点として岩手県釜石市に「南三陸
国道事務所」を開設（２０１２年４月９日）。復興道路の早期開通に大き
な役割を果たした

事業推進PPPの導入効果として「即年着工」が実現。写真は
2012年11月3日、新規事業区間で初となる工事着工「即
年着工」起工式（対象区間＝歌津～本吉）

震
災
か
ら
10
年

「
命
の
道
」多
く
の
市
民
救
う

震
災
受
け
２
２
４
㌔
が
新
た
に
事
業
化

「
事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」導
入

協
議
・
調
整
等
川
上
業
務
の
民
間
委
託
で

早
期
着
工
を
実
現

復興道路・復興支援道路の供用延長
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1982年
復興道路初開通

（松島大郷IC～松島北IC）

1999年
復興支援道路初開通

（宮古盛岡横断道路 達曽部道路）

東日本大震災

年平均の延伸距離年平均の延伸距離
復 興 道 路：約4㎞
復興支援道路：約4㎞
復 興 道 路：約4㎞
復興支援道路：約4㎞

年平均の延伸距離年平均の延伸距離
復興道路：約21㎞
復興支援道路：約16㎞
復興道路：約21㎞
復興支援道路：約16㎞

復興道路・復興支援道路　約570㎞

574

復興支援道路
復 興 道 路



〒980-8605 仙台市青葉区二日町16-20
（二日町ホームプラザビル2F）

TEL.022（221）0932  FAX.022（225）3859

執行役員支店長　谷川 純一
東北支店

東北支社

東北支店

東北支店

東北支店
東北支店長　佐藤 寿文
仙台市宮城野区高砂1-1-15
TEL.022（353）7586

執行役員東北支店長　後藤 良平
仙台市青葉区中央二丁目8-13  TEL.022（262）6511

大旺新洋株式会社
執行役員支店長　青野  丈児

〒980-0803 仙台市青葉区国分町1丁目6-9
TEL.022（262）3411  FAX.022（262）3416

支店長　金子　 睦
仙台市青葉区本町一丁目11-1
TEL.022（222）5244

支店長　小山 信博
仙台市青葉区北目町6-8  TEL.022（225）5547

未来は、つくりがいがある。 人・社会 ・環境との共生へ

東北土木支店

支店長  加藤 正則
取締役東北支社長　要 　國一

〒980-6007 仙台市青葉区中央4-6-1（SS30）  
TEL.022-227-3231 https://www.meidensha.co.jp

代表取締役　渡邉  　健
岩手県奥州市胆沢南都田字濁川63-4

TEL.0197（41）4040  FAX.0197（46）3933

代表取締役　紀室　裕哉
本社／〒022-0002 大船渡市大船渡町字地ノ森61-8
　　　TEL.0192（25）1165㈹  FAX.0192（26）6114

代表取締役　奥村 洋司
〒918-8202 福井県福井市大東2丁目1番5号
TEL.0776（54）7670  FAX.0776（54）7863

代表取締役　千葉 嘉春 代表取締役　髙橋　 毅
仙台市青葉区錦町1丁目1-31
TEL.022（263）1671㈹

代表取締役　小林 和雄
本社／〒025-0036 岩手県花巻市中根子字堂前4番地1
　　　TEL.0198（23）5095　FAX.0198（23）1150

常務執行役員岩手支社長　長沼　  博
岩手支社／盛岡市みたけ四丁目10番53号
TEL.019（641）9311  FAX.019（641）3977

代表取締役　多田 飛鳥
岩手県遠野市綾織町新里21地割28-2

TEL.0198（62）5315　FAX.0198（62）6898

代表取締役　佐々 克考

〒028-1361 岩手県下閉伊郡山田町織笠14-31-2
TEL.0193（77）3503  Ｅ-mail:sasasougyou33@gmail.com

http://www.sasasougyou.jp 

代表取締役　菅原　 貢

〒029-4102 岩手県西磐井郡平泉町平泉字上野台280-4
TEL.0191（46）5296　FAX.0191（34）1035

代表取締役　佐藤 慶亀
本社／〒020-0114 盛岡市高松2-14-28
　　　TEL.019（601）7305    営業所／宮古・秋田
　　　http://www.ipublic.co.jp/

支店長  髙橋 春夫〒980-0802 
仙台市青葉区二日町12番30号 日本生命勾当台西ビル
TEL.022（227）2091  FAX.022（265）4089

本　　 社／東京都港区港南2丁目5-11  TEL.03（5783）1811
支店・支社／名古屋・大阪・福岡

〒980-0023 仙台市青葉区北目町2-39（東北中心ビル）
　　　　　　TEL.022（797）0703  FAX.022（797）0704

株式会社 岩城ピーシー
国土交通省 発注者支援業務等を通じ

株式
会社 岩手パブリック

”美しきふるさと東北”の発展に寄与いたします。

奥州鋼産㍿ つくる人の感動を未来へ

代表取締役  小原 志朗
本　　 社／岩手県北上市村崎野15地割312番地8
　　　　　TEL.0197（66）3125  FAX.0197（66）5438
西和賀営業所／岩手県和賀郡西和賀町清水ヶ野18-3-7  
　　　　　TEL.0197（84）2142

本　　社／盛岡市本町通3-20-6
　　　　　TEL.019（652）5000  FAX.019（652）3266
久慈営業所／岩手県久慈市長内町37-18-10
　　　　　TEL.0194（66）9991  FAX.0194（66）9996
仙台営業所／仙台市青葉区本町1-13-32
　　　　　TEL.022（224）2721  FAX.022（224）2722

㍿小原建設
それは  未来へ残す  ものづくり

代表取締役社長  山崎  　修

“地域の発展 それが我らのイノベーション”

特定建設業

本社／〒028-0033 岩手県久慈市畑田26-131
TEL.0194（52）3344㈹  FAX.0194（52）3342

代表取締役会長　谷上 　淳
代表取締役社長　谷上 健太
盛岡市青山三丁目15番1号

TEL.019（645）2222  FAX.019（645）2223

 代表取締役　向井田　岳

 代表取締役　瀬川 　 純

岩手県宮古市刈屋11-80-3
TEL.0193（72）3211  FAX.0193（72）2236

 代表取締役　畑中 健一
本　社／青森県十和田市大字三本木字稲吉121-53
　　　　TEL.0176（23）2546
営業所／青森県上北郡六ヶ所村大字出戸字岡畑170-2
　　　　TEL.0175（72）2553

特 定 建 設 業 北日本通信株式会社
情報通信・電気設備・音響・映像・制御システム

代表取締役会長  工藤　 泰
代表取締役社長  工藤 幸一

代表取締役  佐々木 一徳本　　　社／盛岡市上田四丁目16-33
　　　　　　TEL.019（623）6461  FAX.019（623）6464
釜石営業所／岩手県釜石市中妻町三丁目8-6
　　　　　　TEL.0193（23）3056  FAX.0193（23）1099

本社／〒021-8633 岩手県一関市山目字中野140-5 ササキビル中野 
　　　TEL.0191（25）2211㈹  FAX.0191（25）2216
　　　　 盛岡支店　仙台営業所　三陸営業所

ISO 9001・14001　認証取得

輝く未来の足場をつくる
　～ Create a shining future scaffold ～

佐々総業株式会社
とび・土木工事業・足場仮設工事業・クレーン工事業

電気設備  電気通信設備  消防設備  全般設計施工管理

新日本工営株式会社 有限会社　多田工務店

特定建設業・一級建築士事務所・造園工事一式

豊島建設株式会社

https://toyoshima-kensetsu.co.jp 豊島建設 検索検索

南建設株式会社
代表取締役社長　南　　勉

〒028-6221 九戸郡軽米町大字晴山27-12-2
TEL.0195（47）1000  
FAX.0195（47）2546 南建設 検索

代表取締役社長 菅原 博之
〒028-8031 岩手県久慈市新中の橋第4地割35番地の3
TEL.0194（52）1111  FAX.0194（52）1297

■盛岡支社　　■青森支店

総合建設コンサルタント

代表取締役社長　吉田 久夫
本　社／〒020-0861岩手県盛岡市仙北一丁目3番13号
　　　　TEL.019（635）1740  FAX.019（635）1747
支　店／宮古･一関･釜石･北上･水沢･花巻･仙台･秋田･東京
営業所／二戸･久慈･大船渡

ISO9001・14001認証企業
本　  社／〒020-0187 岩手県盛岡市みたけ一丁目6-30  TEL.019（641）1111㈹
仙台支店／〒981-3362 宮城県富谷市日吉台2丁目34-4  TEL.022（342）1724
http://ryowa-const.co.jp

東北の未来遺産を創る

代表取締役　海野 　尚
青森電気工業株式会社

仙台市青葉区八幡六丁目9-1
TEL.022（275）2311　http://www.okuda.ne.jp 宮城県加美郡加美町字長檀125 TEL.0229（67）2278

鉄工部　TEL.0229（67）6975　FAX.0229（67）2129

奥田建設株式会社

祝・全線開通　地域の未来と人の暮らしを結ぶ道 ※順不同

　

工
事
発
注
・
施
工
監
理
の
効
率

化
を
目
指
し
、
大
型
ロ
ッ
ト
発
注

も
相
次
い
だ
（
左
表
参
照
）。

　

複
数
の
構
造
物
や
道
路
改
良
等

を
一
括
発
注
す
る
も
の
で
、
発
注

件
数
や
工
事
間
調
整
頻
度
を
軽
減

し
た
ほ
か
、
施
工
業
者
は
工
事
の

自
由
度
が
広
が
り
、
施
工
方
法
の

合
理
化
が
可
能
と
な
っ
た
。
ト
ン

ネ
ル
が
複
数
で
近
接
す
る
区
間
の

場
合
、
こ
れ
ら
を
単
独
の
受
注
者

が
施
工
す
る
こ
と
に
よ
り
迅
速
か

吉浜釜石道路の部分工区での大ロット工事。3.2kmという比
較的短い区間にトンネル3基、高架橋2橋の大型構造物が連続
した。（写真＝施工中の片岸高架橋。前年夏に貫通した片岸トン
ネル坑口が見える。2015年10月22日）

生コン不足に対応するため設置された上・宮古地区公共
生コンプラント。摂待道路工事に向け3年で15万㎥を製
造・出荷した。下は釜石地区公共生コンプラント。新鍬台
トンネルの覆工コンクリート専用プラントとして5万㎥を
供給した。写真は2014年9月3日出荷式での記念撮影

強靭性・速達性実現 

つ
施
工
効
率
が
向
上

し
、
貫
通
待
ち
が
発
生

せ
ず
、
工
事
車
両
の
錯

綜
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
。
大
ロ
ッ
ト
発
注
で

は
入
札
不
調
対
策
も
取

ら
れ
、
他
工
種
大
ロ
ッ

ト
で
は
主
た
る
工
種
の

み
で
の
技
術
者
配
置
、

複
数
工
事
の
兼
務
を
認

め
る
な
ど
技
術
者
要
件

を
緩
和
し
た
。

　

人
材
不
足
に
対
す
る

対
策
で
は
、
建
設
技
能

労
働
者
の
広
域
調
達
を

促
す
た
め
、
労
働
者
宿
舎
建
設
費

用
の
計
上
や
労
働
者
宿
泊
費
、
送

迎
費
と
い
っ
た
間
接
費
の
補
正
な

ど
が
図
ら
れ
た
。

　

材
料
不
足
に
つ
い
て
は
、
岩
手

沿
岸
で
15
年
に
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
骨
材
需
要
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

三
陸
沿
岸
道
路
専
用
「
公
共
生
コ

ン
プ
ラ
ン
ト
」
が
２
地
区
で
設
置

さ
れ
た
。
宮
古
地
区
で
は
14
年
８

月
に
稼
働
開
始
。
摂
待
道
路
工
事

の
施
工
を
担
当
す
る
大
成
・
錢
高
・

東
コ
ン
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
が
設
置
・
運
営
し
摂
待
大
橋
（
Ｌ

２
３
４
㍍
）
や
摂
待
第
一
ト
ン
ネ

ル
（
Ｌ
１
３
５
５
㍍
）、
同
第
二
ト

ン
ネ
ル
（
Ｌ
１
７
７
２
㍍
）
の
覆

工
な
ど
に
向
け
17
年
秋
ま
で
に
約

15
万
立
方
㍍
を
製
造
し
た
。

　

釜
石
地
区
で
は
14
年
９
月
か
ら

製
造
を
開
始
し
、
前
田
建
設
工
業

が
運
営
し
た
。
同
社
が
施
工
す
る

復
興
道
路
最
長
と
な
る
新
鍬
台
ト

ン
ネ
ル
（
Ｌ
３
３
３
０
㍍
）
の
専

用
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
17
年
５
月
ま

で
約
５
万
立
方
㍍
を
安
定
的
に
供

給
し
た
。

　

ま
た
大
型
Ｂ
Ｏ
Ｘ
カ
ル
バ
ー
ト

で
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
へ
の
転
換
を
図
っ
た
。
14

年
以
降
で
は
概
ね
１
５
０
カ
所
の

横
断
ボ
ッ
ク
ス
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
次
製
品
を
採
用
。
施
工
効
率
、

品
質
向
上
を
実
現
す
る
と
と
も
に

生
コ
ン
不
足
、
鉄
筋
工
や
型
枠
工

ら
技
能
労
働
者
不
足
に
対
応
し
た
。

　

地
形
が
ら
構
造
物
が
多
く
、
事

業
区
間
に
よ
っ
て
は
ト
ン
ネ
ル
や

橋
梁
が
林
立
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
で
整
備
し

て
い
る
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
構
造
物

の
完
成
が
同
時
期
に
集
中
し
、
将

来
の
修
繕
・
更
新
時
期
が
重
複
し

な
い
よ
う
、
品
質
・
耐
久
性
確
保

を
行
い
構
造
物
の
長
寿
命
化
を
図

る
必
要
が
あ
っ
た
。
東
北
地
方
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
劣
化
現

計り知れない復興道路・復興支援道路の全通効果東北の各地域が高速直結
　
移
動
時
間
が
大
幅
短

縮
し
、
地
域
の
産
業
の

発
展
や
日
常
生
活
の
利

便
性
が
飛
躍
的
に
向
上

す
る
な
ど
、
全
線
開
通

は
東
日
本 

一 

円
に
多
大

な
効
果
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
所
要
時
間

が
８
時
間
35
分
で
あ
っ
た

八
戸
〜
仙
台
間
は
約
３

時
間
20
分
短
縮
し
た
５

時
間
13
分
で
移
動
可
能

に
な
っ
た
。
宮
古
〜
仙
台

間
も
３
時
間
29
分
（
約

２
時
間
短
縮
）
で
直
結

し
た
。
沿
岸
部
だ
け
で

な
く
内
陸
部
と
の
往
来

環
境
も
改
善
し
、
宮
古

〜
盛
岡
間
は
約
35
分
短

縮
の
１
時
間
26
分
、
釜

石
〜
花
巻
間
は
約
30
分

短
縮
の
１
時
間
21
分
で

結
ば
れ
た
ほ
か
相
馬
〜

福
島
間
の
移
動
時
間
は

52
分
で
、
従
来
か
ら
約

25
分
短
縮
さ
れ
た
。
ま

た
宮
城
県
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
整
備
し
て
き
た

「
み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線

道
路
」
の
全
通
に
よ
り

登
米
〜
栗
原
間
は
25
分

（
約
５
分
短
縮
）
で
移
動

可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　
釜
石
〜
花
巻
間
の
整

備
効
果
を
見
る
と
、
釜

石
港
の
利
用
を
目
的
と

す
る
岩
手
県
内
陸
部
で
の

企
業
立
地
が
相
次
ぎ
、

同
港
利
用
企
業
数
は
２
０

１
１
年
に
８
社
だ
っ
た
も

の
が
19
年
に
は
84
社
ま
で

増
加
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
取

扱
量
も
11
年
ま
で
は
年
間

１
０
０ 

Ｔ
Ｅ
Ｕ
程
度
で

あ
っ
た
が
、
15
年
に
遠
野

〜
宮
守
間
が
供
用
開
始

し
た
の
に
続
き
、
17
年
に

同
港
で
新
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
が

設
置
さ
れ
る
と
３
７
２
４
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
、

19
年
に
は
９
２
９
２
Ｔ
Ｅ
Ｕ
ま
で
実

績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
沿
岸
部
の
基
幹
産
業
と
も
い
え

る
水
産
業
で
は
、
輸
送
時
間
の
短

縮
に
よ
る
販
路
拡
大
や
生
産
性
向

上
に
効
果
が
現
れ
て
い
る
。
観
光

面
で
は
宮
城
県
南
三
陸
町
の
場
合
、

観
光
入
込
数
が
震
災
前
の
10
年
に

比
べ
17
年
に
は
１
・
３
倍
以
上
に
伸

長
し
て
い
る
。

　
救
急
医
療
支
援
に
も
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。
緊
急
搬
送
で
も
横
揺

れ
が
少
な
く
、
安
全
な
車
内
処
置

が
可
能
と
な
っ
た
。
以
前
は
岩
手
・

移
動
時
間
短
縮
で
地
域
産
業
や
交
流
促
進
に
貢
献

企
業
誘
致・地
域
物
流
に
効
果
発
揮

宮
城
の
県
境 

一 

帯
で
北
の
岩
手
県

立
大
船
渡
病
院
、
南
の
石
巻
赤
十

字
病
院
い
ず
れ
へ
も
60
分
以
内
に
到

達
で
き
な
い
三
次
救
急
医
療
施
設
の

空
白
地
域
が
生
じ
て
い
た
が
、
復
興

道
路
の
整
備
に
よ
り
解
消
さ
れ
た
。

気
仙
沼
市
か
ら
大
船
渡
病
院
間
は

31
分
、
南
三
陸
町
か
ら
石
巻
赤
十

字
病
院
へ
は
33
分
で
搬
送
を
実
現
。

ま
た
相
馬
福
島
道
路
で
は
、
相
馬
市

役
所
か
ら
福
島
県
立
医
療
大
学
付

属
病
院
ま
で
が
25
分
短
縮
さ
れ
た
。

　
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
全
通
を

達
成
し
た
復
興
道
路
・
復
興
支
援

道
路
は
、
当
代
の
技
術
と
英
知
が

結
集
し
た
復
興
事
業
の
集
大
成
と

し
て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
未
来
に
向
け
た
地
域
間
連
携

や
交
流
を
促
進
す
る
高
規
格
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
東
北
地
方
の
発
展
に

貢
献
す
る
。

「
大
型
ロ
ッ
ト
発
注
」多
用

事
業
短
縮
へ
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

あ　す

TEL 022-227-1265 　　FAX 022-224-8071
〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-9-1（仙台ﾄﾗｽﾄﾀﾜｰ6階）

〈エネルギー・環境・情報〉設備の未来を拓く

代表取締役  小山 　剛

事業における主な大ロット工事

状
と
し
て
は
凍
結
抑
制
剤
散
布
下

で
の
凍
害
や
塩
害
、 

Ａ
Ｓ
Ｒ
の
発

生
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
複
合
劣
化

が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
施
工

の
基
本
事
項
を
遵
守
し
た
上
で
追

加
養
生
に
よ
る
表
層
品
質
の
向
上

の
ほ
か
防
錆
鋼
材
の
採
用
に
よ
る

塩
害
対
策
、
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
高

炉
セ
メ
ン
ト
に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ｒ
対
策

な
ど
を
駆
使
し
耐
久
性
の
向
上
に

努
め
た
。

　三陸沿岸道路の全線開通に当たり、
ご挨拶を申し上げます。
　この度12月18日に、東日本大震災か

らの復興に向けたリーディングプロジェクトとして、国土
交通省が中心となって整備を進めてまいりました、復興
道路である三陸沿岸道路が全線開通いたしました。
　これもひとえに用地をご提供いただいた地元の皆さま
をはじめとして、事業の推進にご支援、ご協力をいた
だいた多くの関係者の皆さまのお陰であり、心から感謝
申し上げます。
　復興道路・復興支援道路の整備にあたっては官民
が連携した事業促進ＰＰＰの導入や資材不足を補うため
の公共生コンプラントの設置、現場の施工実態を踏まえ
た間接工事費の割増しを行う復興係数の導入などによ
る入札不調対策といったさまざまな取り組みにより、か
つてないスピードで整備が進められました。
　この全線開通により、八戸市から仙台市までの三陸
沿岸地域を縦貫する国道45号の線形不良区間や津波
浸水区域の回避、事故・災害時の代替性も確保され、
安全性・信頼性・速達性の高い高速道路ネットワーク
で結ばれます。
　これにより各地域の水産資源をより新鮮な状態で全国
にお届けできるほか、多くの人の交流が生まれ、観光資
源を数多く有する三陸沿岸一体の広域観光促進など、
被災地の復興をさらに後押しすることが期待されます。
　今後も震災からの復興活動を全力で支援してまいりま
すので、引き続き関係者の皆さまのご支援、ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

ごあいさつ
東北地方整備局長　稲田 雅裕

復興道路・復興支援道路全線開通特集

東日本一円が元気に連結！



祝・全線開通　地域の未来と人の暮らしを結ぶ道 ※順不同

本　社／仙台市泉区南中山2-24-10
　　　　TEL.022（376）8188  FAX.022（376）7887
営業所／札幌・仙台  URL  http://www.kaidou-kk.jp

代表取締役社長　海道 謙司

〒983-0044 仙台市宮城野区宮千代１丁目10番12号
TEL.022（236）3191  FAX.022（231）8710

支社長　冨樫 秋広

 
電気設備  設計施工

宮城県石巻市南中里3丁目15-21
TEL.0225（22）4634㈹  FAX.0225（95）4234

地域の住みやすい環境を考える

株式会社　瀬 崎 組
 代表取締役社長　瀬﨑 茂貴

宮城県石巻市小船越字二子北上111
TEL.0225（62）3760　FAX.0225（62）3794

http://www.takeyama-kogyo.com

代表取締役社長　武山 隼人

〒981-0915 仙台市青葉区通町1丁目3-11
TEL.022（234）1221㈹　FAX.022（275）7671

代表取締役　千田 隆志

本　社　仙台市青葉区二日町16番9号
TEL.022（221）4576　FAX.022（265）8432

代表取締役社長　大泉　 敏 仙台市青葉区一番町2丁目2-13（仙建ビル）
TEL.022（225）4421  FAX.022（221）3072

URL:http://www.h-con.co.jp

代表取締役社長　山縣 　修
千田建設株式会社

　　　　　自然に優しい環境創造

143 2021

代表取締役　菅原 稔郎
本社／〒980-0012 仙台市青葉区錦町１丁目7番25号
　　　TEL.022（262）1234（大代表）   FAX.022（265）9309   URL http://www.fgc.jp/
支店／青森、盛岡、秋田、仙台、山形、福島、東京、名古屋、関西　営業所／札幌
事務所／函館、五輪、福島浜通り、埼玉、千葉、神奈川、北陸、三重、滋賀、奈良、広島、熊本

代表取締役社長　庄司 岳洋

本  　 社／宮城県石巻市恵み野三丁目1番地2
　　　　　TEL.0225（96）2222
仙台支店／仙台市青葉区国分町三丁目11番9
　　　　　TEL.022（797）4744

代表取締役社長  佐藤 昌良

空から見える、いい仕事。

株式会社丸本組
 代表取締役　若生 保彦
宮城県石巻市清水町二丁目3-3

TEL.0225（94）1111㈹　FAX.0225（22）3992
http://www.wakoinc.co.jp/

地域の未来と環境を考える 5

本　　　 社／福島市町庭坂字堀ノ内3-1  
　　　　    　TEL.024（591）1001㈹
支店・営業所／東京・札幌・仙台・郡山・いわき

代表取締役社長  小野 雅亮 

株式会社 小野工業所　 後藤建設工業株式会社

本　社／福島県南相馬市鹿島区岡和田字沢田88番地
　　　　TEL.0244（46）2653  FAX.0244（46）2011
飯舘支店／相馬郡飯舘村草野字大谷地70番地3

ものづくりに誇りを持ち　確かな品質で地域社会に貢献する

代表取締役会長　後藤 　繁
代表取締役社長　後藤 英之

本社／福島市泉字清水内1 TEL.024（557）1166㈹
支店／郡山・伊達・相双・仙台

代表取締役社長　八巻 恵一

福島市御山字仲ノ町57-1  TEL.024（534）2351㈹
代表取締役　平井 竜太郎

本社／南相馬市原町区青葉町1-1  TEL.0244（22）1111㈹
　　　仙台支店・相馬営業所
ホームページ　https://shojicon.co.jp/

技術で信頼にお応えして114年　ISO認承（KHK ISOセンター）品質・環境
総合建設業 国土交通大臣許可（特）第528号

地域とともに豊かな人間環境の未来をつくる・マルセグループ

関場建設株式会社
本社／南相馬市原町区錦町一丁目１番地　電話（0244）25-2525㈹
ホームページ http : //www.sekiba.co.jp   Eメール sekiba@sekiba.co.jp

一級建築士事務所知事第1006号
宅地建物取引業知事（6）第1948号
製 材 工 場 J L I R A－B・15・09
産業廃棄物処理業知事第44906号 マルセ・グループ

下水道更生（日本SPR工法協会）
橋の保全（橋端改良技術協会）
横河システム建築（横河ビルダー）
法面土留・護岸（ブランチブロック工法協会）

事務所／福島市松川町字中町7
TEL.024（567）2268㈹   FAX.024（567）3058

代表取締役　高橋 輝男
現場代理人　藤原 泰彰

代表取締役　髙野 次郎 代表取締役社長  太田 由美子

信頼と高度な技術と豊かな工事力
営業品目　橋梁・水管橋・水門・水圧鉄管・除塵機・クレーン・調査設計

インフラの要をつくる

本社・工場／福島市佐倉下字観音堂11-3
　　　　TEL.024（593）4000㈹  FAX.024（593）4042
営業所／仙台・茨城

本社／南相馬市原町区東町3-41 TEL.0244（24）2111㈹
新地営業所／TEL.0244（62）2162  

復興道路・復興支援道路
全線開通

おめでとうございます

3.11の悲しみ超克
10年の歩みと築き上げた構造物群

宮古中央田老「猿峠tn」2016.4.27貫通

吉浜釜石「新鍬台tn」2016.10.3貫通

都南川目「手代森tn」2017.7.14貫通

宮古盛岡「新区界tn」2018.1.11貫通

宮古田老「閉伊川大橋」締結2017.11.1

相馬福島道「今田高架橋」L785m

長部高架橋連結2017.3.1

資料編

2017.3.26
阿武隈東道路開通L10.5km

2017.12.9南三陸沿岸IC～
歌津IC開通L4.2km

2019.12.8都南川目
（田ノ沢～手代森）開通L6.0km

2019.12.22相馬西
（相馬～相馬山上）開通L6.0km

復興道路・復興支援道路全線開通特集


